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　修身は、子供の全生活からうける生活感情の整理ですから、大人の生活にまず修身し、人間的理解の確立がいると思います。

　現代の非理的な現実理解（国際情勢をこめて）に人民たる大人の疑問が積極的に表現されなければ修身はなりたちますまい。

〔一九五一年二月〕

底本：「宮本百合子全集　第十七巻」新日本出版社

　　　1981（昭和56）年3月20日初版発行

　　　1986（昭和61）年3月20日第4刷発行

底本の親本：「宮本百合子全集　第十五巻」河出書房

　　　1953（昭和28）年1月発行

初出：「６－３教室」

　　　1951（昭和26）年2月号

※底本の「解題」（大森寿恵子）は、この作品名を「仮題」としています。
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校正：磐余彦
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